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じ
ゃ
ば
ら
の
振
興

　

新
加
工
場
を
核
に
、
生
産
・
加
工
・
販
売
を
充
実
さ
せ
、

安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
古
く
な
っ
た
園
地

の
再
整
備
等
に
よ
る　

生
産
量
ア
ッ
プ
と
後
継
者
ま
た

は
継
承
者
対
策
に
取
り
組
む
。

観
光
筏
下
り

　

北
山
村
の
観
光
資
源
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
同

時
に
、
筏
師
の
村
と
し
て
栄
え
た
北
山
村
の
歴
史
・
伝

統
文
化
と
し
て
筏
流
し
の
技
術
を
後
世
に
残
す
必
要
が

あ
る
。
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
ま
た
、
全
国
唯
一
の
貴

重
な
技
術
の
継
承
の
た
め
引
き
続
き
後
継
者
対
策
に
取

り
組
む
。

子
育
て
・
教
育
支
援

　
「
子
ど
も
は
村
の
宝
物
」
を
合
言
葉
に
行
わ
れ
て
き
た

様
々
な
取
組
は
充
実
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
さ
せ
る
。

子
供
た
ち
が
、
変
化
の
激
し
い
社
会
を
自
身
の
力
で
生
き

て
い
く
た
め
に
、
体
験
学
習
、
交
流
学
習
を
充
実
さ
せ
て
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
を
行
う
。

高
齢
者
支
援

　

心
身
健
康
で
長
生
き
で
き
る
よ
う
健
康
長
寿
を
目
指

し
、
積
極
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
村
民

一
人
ひ
と
り
の
顔
が
見
え
る
予
防
医
療
を
進
め
る

　

今
日
か
ら
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
す
「
賑

わ
い
の
あ
る
村
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
村
」
を

築
く
た
め
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
仕
事

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
「
役
場
が
変
わ
れ
ば
、
村
が
変
わ
る
、

村
民
が
変
わ
る
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
、「
お

か
げ
さ
ま
」
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
が
持
て

て
、
時
に
は
間
違
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
、

そ
ん
な
と
き
で
も
、
す
ぐ
に
「
ご
め
ん
な
さ

い
」
と
謝
罪
が
で
き
る
、
そ
ん
な
笑
顔
あ
ふ

れ
る
、
正
直
な
役
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
業
務
を
す
る
う
え
に
お
い

て
、
常
に
「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」「
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
？
」
と
い
っ
た
問
題
意
識

を
も
っ
て
、
気
づ
き
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
気
づ
い
た
時
に
は
、

そ
れ
を
放
置
し
な
い
で
、
み
ん
な
で
議
論
し
、

積
極
的
に
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
行
動

す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
皆
さ
ん
の
「
挑
戦
」
に
期
待
し
て

い
ま
す
し
、
そ
の
責
任
は
私
が
負
い
ま
す
。

　

北
山
村
が
魅
力
あ
る
村
と
し
て
後
世
に
存

続
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は
役
場
か
ら
着
実
に
、

村
政
を
前
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

体
調
の
悪
い
時
は
無
理
を
せ
ず
、
ま
た
、

仕
事
の
悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ

う
に
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
最
大
限
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
今
日
か
ら
が
本
番
で
す
。「
プ
レ
イ
ボ
ー

ル
」
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

泉清久村政がスタート
　任期満了に伴う村長選挙で初当選した泉清久新村長（６２）が７月２６日に初登庁

しました。ここでは、新村長がテーマに掲げる「全国唯一の飛び地の村を、小さくと

も賑わいのある村、笑顔の絶えない村にして、魅力ある北山村を存続させる」の内容や、

初登庁で職員に伝えたことについて記載させていただきます。

奥
瀞
道
路 

　

第
三
期
工
事
の
一
日
も
早
い
完
成
を

働
き
か
け
る
。
そ
し
て
、
完
成
後
の
村

の
振
興
策
に
つ
い
て
、
早
急
に
議
論
を

深
め
る

大
地
震
へ
の
備
え

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
北
山
村
は

孤
立
状
態
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な

備
え
を
し
、
災
害
発
生
時
に
は
ど
う
対

応
す
べ
き
か
、
専
門
家
を
交
え
て
あ
ら

ゆ
る
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。
ま

た
、
村
民
み
ん
な
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る

景
観
と
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　

優
れ
た
景
観
と
自
然
環
境
は
、
村
の

財
産
で
あ
り
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
り
、

保
全
と
活
用
を
図
る
。
ま
ず
は
、
村
の

94
％
を
占
め
る
自
然
の
整
備
に
つ
い
て
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森
林
景

観
の
保
全
を
図
り
、
森
林
の
機
能
を
高

め
、
災
害
に
強
い
山
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

人
口
減
少
・
対
策

　

北
山
村
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

村
民
の
幸
せ
に
、
人
口
の
多
い
少
な

い
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、
多
く
の
人
が
集
い
、
交
流
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
が

増
す
こ
と
も
間
違
い
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
ず
、
和
歌
山
大
学
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
連
携
・
交
流
を
行
い
、
多

く
の
学
生
等
の
来
村
に
よ
る
賑
わ
い

と
同
時
に
、
外
部
か
ら
の
目
線
、
若

者
の
目
線
で
北
山
村
の
魅
力
を
発
見

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

様
々
な
政
策
が
連
携
し
て
成
果
を
生

み
、
村
が
賑
わ
い
、
笑
顔
が
絶
え
な

い
村
に
な
る
こ
と
で
、
村
の
魅
力
が

増
し
、
ひ
い
て
は
、
移
住
定
住
や
関

係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
公
共
施
設

　

早
急
に
整
理
・
改
修
計
画
を
立
て
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
公
共
施
設
・
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
に
順
次
取
り
組
む

職員に話をする泉新村長

職
員
へ
の
あ
い
さ
つ

具
体
的
な
施
策
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５
月
３
日
、
音
乗
で
「
観
光

筏
下
り
」
の
神
護
神
事
・
開
航

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は

約
百
名
の
参
加
者
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
村
長
ら
と
共
に
期
間

中
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
筏
下
り
の
期
間
中

の
乗
船
者
数
は
八
千
人
を
超
え

る
と
見
込
ん
で
お
り
、
平
成
17

年
度
以
降
過
去
最
高
乗
船
客
数

と
な
る
見
込
み
で
す
。

観光筏下り観光筏下り
伝統的な筏流しの始まり伝統的な筏流しの始まり

ジャパン ・ ツーリズム ・ アワード 2024

　　　　           　　「 審査員特別賞 」 受賞

【ジャパン・ツーリズム・アワードとは】

　ツーリズム（観光・旅行）の発展・拡大に貢献

した国内外からの団体組織や企業・個人の持続可

能で優れた取り組みを表彰しその功績を称え「旅

のチカラ」として受賞取組を広く世の中に知らせ

るものです。

　2024 年は第 8 回目となり国内外の 119 件もの

応募がある中、北山川観光筏下りの取り組みが見

事、30 例のノミネートから「審査員特別賞」を

受賞しました。

　9/26 ～ 29 に東京ビックサイトにて開催される

世界最大級の旅の祭典「ツーリズム EXPO ジャパ

ン 2024」に和歌山県の各観光団体と一緒に北山

村の PR 出展に参加します。そのオープニングセ

レモニーの時に【筏流し文化の継承と観光産業へ

の転換～小さな村の観光筏下り事業～】の取り組

みが表彰される予定です。

　日本で唯一残った筏文化を独自に継承しつづけ

ており、また林業から観光へ産業転換をして周辺

の観光産業にも寄与しつづけていることが稀有な

例であり評価につながりました。

和歌山大学の学生が受付している様子

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
の
頻
度
の
ア
ッ
プ
、
登
録

　

者
数
を
増
や
す
仕
掛
け
を
実
施
。

●
登
録
者
数
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
観
光
筏
下
り
、

　

観
光
協
会
員
の
情
報
の
露
出
が
増
え
北
山

　

村
へ
来
村
の
き
っ
か
け
に
な
る
。
イ
ン
ス

　

タ
登
録
者
数
昨
年
３
月
六
百
七
十
三
名
↓

　

８
月
千
三
百
二
十
五
名

●
海
外
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
Ｓ
Ｎ

　

Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
立
ち
上
げ
(
英
語
表
記
)

　

北
山
村
Ｈ
Ｐ
か
ら
海
外
の
方
で
も
予
約
ま

　

で
を
わ
か
り
や
す
く
改
良
、
受
付
時
の
外

　

国
人
観
光
客
の
対
応
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
へ

　

の
指
導　

●
和
歌
山
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
受
付
人
員

　

の
確
保

●
筏
師
さ
ん
の
乗
船
者
が
楽
し
め
る
ト
ー
ク

　

に
よ
り
乗
船
者
の
満
足
度
が
高
く
友
人
等

　

へ
の
紹
介
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
に
よ
り
乗

　

船
者
が
増
え
て
い
る
。(
北
山
振
興
)

●
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
(
観
光

　

協
会
、
集
落
支
援
員
太
田
、
村
)

　

↓
大
阪
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
(
Ｓ
Ｎ
Ｓ
登
録

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
約
100
名
増
加
)

●
道
の
駅
の
改
良

　

↓
道
の
駅
正
面
の
看
板
を
筏
下
り
の
写
真

　

に
差
し
替
え

　
(
写
真
を
撮
る
方
が
増
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

　

ア
ッ
プ
に
よ
る
無
料
の
宣
伝
と
な
っ
て
い

　

る
。)

　

↓
道
の
駅
内
で
の
筏
下
り
の
映
像
、
観
光

　

協
会
員
の
紹
介
等
を
モ
ニ
タ
ー
に
て
常
時

　

放
映

　
(
筏
下
り
予
約
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、
観
光

　

協
会
員
の
店
舗
の
利
用
促
進
)

乗
船
客
数
の
増
加
の
た
め
に
、
観
光
協

会
・
集
落
支
援
員
・
筏
師
の
み
な
さ
ん

が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
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北
山
村
の子
ど
も
た
ち

歯
磨
き
教
室

　
８
月
21
日
か
ら
22
日
、
日
本
体
育
大
学
と
の
包
括
協
定
に

基
づ
き
、
中
学
生
３
名
が
大
学
を
訪
問
し
体
験
授
業
や
施

設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
栄
養
学
の
授
業
や
走
り
方
の
指
導
を
受
け
た
ほ
か
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
３
名
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
、
金
メ
ダ
ル
の
実
物
も
触
る
な
ど
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
子
参
観

じゃばらバーガー作り

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験

一
輪
車
講
習
＆

下
北
山
村
小
学
校
と
の
交
流 夏祭り
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「
わ
っ
し
ょ
医
！
北
山
村
」
が
７
月
６
日
、

お
く
と
ろ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
を
楽
し
み
な
が
ら
医
療
や
福
祉
の

体
験
が
で
き
、
医
療
っ
て
面
白
い
ん
だ
と
、

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
診
療
所

の
内
川
医
師
が
発
案
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
飲
食
店
や
日
本
赤
十
字
社
和
歌

山
県
支
部
や
新
宮
市
消
防
本
部
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
様
々
な
ブ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
元
消
防
士
の
芸
人
「
ワ

タ
リ
119
」
さ
ん
も
登
場
し
、
現
役
の
救
急

隊
員
と
救
命
救
急
の
寸
劇
を
披
露
し
た
り
、

じ
ゃ
ば
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
じ
ゃ
ば
ら
」
を
使
っ
た
シ
ロ
ッ

プ
で
か
き
氷
の
早
食
い
大
会
や
最
後
に
は

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

わ
っ
し
ょ
医
！

　
　
　
　
北
山
村
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地
区
懇
談
会

避
難
訓
練

ボ
ッ
チ
ャ

　
北
山
村
公
民
館
が
昨
年
に
引
き
続
き
公
民
館

長
杯
と
し
て
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
￥
開
催
し
ま
し

た
。多
く
の
地
域
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
参
加
者
同
士
で
の
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
さ
れ
た
方
い
ま
し
た

が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

笑
顔
が
絶
え
な
い
時
間
と
な
り
ま
し
た

　
大
沼
区
民
会
館
で
、
大
沼
区
自
主
防
災
組
織

の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
を
行
う

の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
、
区
民
の
防
災
意
識

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
地
震
を
想
定
し
た
避
難
、
区
民
の

安
否
確
認
、
消
防
団
に
よ
る
講
演
、
非
常
食
の

炊
き
出
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
数
の
区

民
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
区
民
の
皆

様
の
防
災
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
沼
区
民
会
館
で
地
区
懇
談
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
公
益
財
団
法
人

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
高
林
稔
氏
を
お

招
き
し
、「
今
、
助
け
合
い
の
地
域
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
10
年
後
20
年

後
の
北
山
村
に
つ
い
て
、
大
沼
地
区
の

皆
様
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

モ
ル
ッ
ク

紀
伊
半
島
知
事
会
議

災
害
訓
練

　

新
宮
保
健
所
管
内
の
市
町
村
が
保
健

所
と
連
携
し
、
災
害
時
保
健
活
動
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
発
生
時
の
参
集

か
ら
、
建
物
の
安
全
確
認
・
物
品
確
認

や
保
健
所
と
の
通
信
訓
練
な
ど
実
際
の

災
害
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

　

訓
練
後
に
は
各
市
町
村
で
情
報
共
有

を
行
い
、
今
後
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ

う
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
、
三
重
、
奈
良
の
３
県
の

知
事
が
そ
ろ
っ
て
広
域
課
題
な
ど

を
話
し
合
う
、
第
34
回
紀
伊
半
島
知

事
会
議
が
村
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
日
本
郵
政
の
増

田
寛
也
社
長
が
基
調
講
演
を
し
、
そ

の
後
、
知
事
や
市
町
村
長
が
、
各
自

治
体
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
て
モ
ル
ッ
ク

の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
モ
ル
ッ

ク
の
ル
ー
ル
説
明
を
行
っ
た
後
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

初
め
て
プ
レ
イ
す
る
方
ば
か
り

で
し
た
が
、
皆
様
の
笑
顔
と
熱
意

に
よ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
進
行
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は

順
位
に
応
じ
た
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

夏
祭
り
・
柱
松

　

北
山
夏
祭
り
が
７
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
や
天
候
の
関
係
で
長
ら

く
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

久
々
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
村
民
の

皆
様
も
、
盆
踊
り
や
飲
食
を
大
い
に

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

柱
松
も
実
施
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
火
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

5/295/29

6/26/2

6/96/9

6/216/21

7/167/16

7/317/31

8/108/10
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・ 　わっしょ医！北山村

　2024 年 7 月 6 日 ( 土 )、医療が溶け込

んだ北山村のお祭りと銘打って「わっしょ

医！！北山村」を開催することができまし

た！！北山村役場、じゃばらいず北山、北

山村診療所に北山村社協、北山小中学校の

先生方に観光センターや商工会、道の駅お

くとろ、北山振興、村内で村外・県外でお

店を出されている皆さまなど多くの方々

に多大な協力を賜り、その上で村民の皆さ

まとそのご家族様の応援のおかげで無事

盛況にお祭りを終えることができました。

わっしょ医！北山村、

　皆様ありがとうございました。

この場を借り改めて皆さまに心からの感

謝を申し上げます。

　わっしょ医！！北山村を通じて、医療の

点・診療所の立ち位置からこれからどのよ

うに北山村の安心・健康に繋げていけるか

を考えているのですが、そのうちの 3点ほ

どお話にお付き合いいただければと思い

ます。

①　帯状疱疹

　今回、医療企画の一つとして「足の健康

診断」を北山村商工会の協力もあり、あの

多田先生もお迎えして実施することができ

ました！！足の健康診断はジャパンヘルス

ケアの岡部先生が「内科健診はあるのに、

どうして運動器健診はないのだろう？？

100 歳まで健康を目指すのであれば “足の

健康” も大切だ！！」という思いから各地

で開催されている企画です。

　総勢 85 名が健診を受けて下さり、現時点

でも診療所に相談に来て下さった方々もい

らっしゃいます。理学療法士の田中先生や

診療所スタッフとも相談し、9月には「イ

ンソール ( 靴の中敷き ) 作成 + 理学療

法」を必要な方々に提供できるように準

備を進めております！！介護予防の点か

らも、北山村は 100 歳まで歩けるを実現

できる村として胸を張れるように取り組

んでいきたいと思います！！

　今回、日赤和歌山医療センター・日本赤十

字社和歌山県支部・赤十字血液センターも応

援に駆けつけて下さいました。

　日赤には“救護班”という組織があり、災

害時に実際現場に出向き救護活動を行ってい

る心強い存在です！！しかし、本当に大きな

災害が発生した時は “救護＝助け” が来てく

れるまでは、なんとかその地域自身で急場を

乗り切らなければなりません。地域で災害に

備える、防災の意識が第一に重要だと言われ

ています。そして、地域での防災への取り組

みにおいて重要とされているのが「コミュニ

ティー ( 例えば下尾井・大沼・竹原・七色 )

の繋がり」と言われています。北山村は村と

してもコミュニティー間の繋がりが本当に

強いと感じており、わっしょ医！！北山村が

その一つの証明になったとも思います。この

ことは防災にとって重要な要素になるので

「防災力の高い北山村」を目指すことも北山

村なら出来ると感じ、医療の点からも何か

少しでも協力できればと考えています。

　わっしょ医！！北山村を通じて北山村に、

北山村での医療介護福祉に興味を持ってくれ

る学生や医療従事者を増やしてなんとか実習

や見学に繋げられたらと虎視眈々狙っていま

す！！もちろん、未来の北山村の医療介護福

祉を直接に支えてくれる人材が生まれればそ

れに越したことはないですが、例えば実習に

見学に来てくれた医学生や看護学生が医師・

看護師となり新宮市立医療センターや紀南病

院で勤務することになったとします。救急搬

送時や外来治療で悩ましい時などに「あっ、

北山村の患者さんか、、、あの地域で今を乗り

切るのは少し厳しいか？？どうするのがベス

トだろう？？」と北山村の特性を知りつつ提

供する医療を検討してくれる医療従事者が増

えていくかもしれないと本気で思っていま

す！！なので、診療所で実習生を受け入れる

際に、色々な部署に突然見学をお願いしに行

く場面があるかも知れま

せんが、その際は「北山

村を知る医療者になるん

やな」と暖かい心で迎え

て下さると幸いです！！

【北山村で医療人を育てる】

そんなイメージが実現で

きれば嬉しいなと考えて

います。

出店していただいた社会福祉協議会の皆さん

足健診をしっかり活かして

　「100歳まで歩ける村」を目指す。

コミュニティーの繋がりは防災の要、

災害に耐えられる北山村に。

未来の北山村の医療を守って

くれる医療人を増やしたい。

足の健康診断ブースのメンバー

日本赤十字社ブースの様子
診療所に来ていただいた実習生
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事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
承
継
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先  

和
歌
山
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
-
４
９
９
-
５
２
２
１

あ
づ
ま
プ
ラ
ッ
ツ
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
づ
ま
プ
ラ
ッ
ツ
と
は
、「
外
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
い
」「
誰

か
と
話
を
し
た
い
」
そ
ん
な
と
き
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
「
居

場
所
」
で
す
。
支
援
員
が
生
活
の
こ
と
、
将
来
の
こ
と
、
そ

の
ほ
か
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
本
人
や
ご
家
族
か

ら
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
国
が

設
置
す
る
公
的
な
相
談
窓
口
で
す
。
事
業
の
円
滑
な
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
後
継
者
が
い
な
い
！
」「
誰
か
に
引
き
継
い
で
も
ら
い
た

い
！
」「
従
業
員
に
会
社
を
任
せ
た
い
！
」「
新
分
野
に
進
出

し
た
い
！
」「
子
供
が
後
を
継
ぐ
場
合
の
手
続
き
は
？
」
な

ど
ご
相
談
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

日　　　

時

相
談
会
場

北
山
村
村
民
会
館

令
和
６
年
10
月
９
日
(
水
)

10
時
～
12
時

お
申
込
み
先  

ひ
き
こ
も
り
者
社
会
参
加
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ
づ
ま
プ
ラ
ッ
ツ

☎/

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
３
-
４
９
９
-
５
２
２
１

　消防団は消防署とともに、地域における消防防災の中核として重要な役割を担っていま

す。また、その構成員である消防団員は、通常は各自職業に就きながら「自らの地域は自

らで守る」という精神のもと、火災の予防、警戒、鎮圧、災害の予防など様々な活動を行っ

ています。

　今回は、もし家が火事になった場合の初期消火と火傷の応急処置についてご紹介します。

消防団だより消防団だより No.2No.2

初期消火の３原則

 　　早く知らせる　　　　　　　 早く消火する　　　　　　 　早く逃げる

・大きな声を出して周りに知らせる

周囲の人の助けを借りる

・小さな火でも１１９番へ通報する

・消火器等で消火する

（事前に場所・使い方を確認）

・濡れたタオルで火をおおうなど、

手近なものも活用する

・煙が広がって視界がきかない、ま

たは、炎が天井に届いたり、自分の

背丈より大きくなった場合は、迷わ

ず避難する

・持ち物にこだわらず、早く家の外

へ避難する。

・燃えている部屋の窓やドアは閉め

て逃げる

・一度逃げたら、絶対に家の中へは

戻らない

火元別初期消火のコツ

１ ２ ３

　油なべ　　　　　　　　　　　　　石油ストーブ　　　　　　　　　電化製品　　　　　　　　　　　　衣類　

あわてて水をかけるの

は厳禁。消火器がなけれ

ば、濡らした大きめのタ

オルやシーツを手前から

かぶせ、空気を遮断して

消火を。

衣類に火がついたら転げ

回って消すのも方法。髪の

毛の場合なら、衣類（化繊

は避ける）やタオルなどを

頭からかぶせてもみ消す

いきなり水をかけると感電

の危険が。まずコードをコ

ンセントから抜いて（で

きたらブレーカーも切る）

消火を。

出火から３分以内が消火

できる限度。水や消火器

だけで消そうと思わず、

毛布やカーテン（防火製

品を活用）で火をおおう

など、手近なものを活用

する

火傷の初期対応
基本は、水道水で冷やす、出来るだけ早く水道水の流水で１５分以上冷やします。

火傷の範囲が広い場合

衣類を無理に脱がそうとすると、皮膚が一緒に剝がれ

てしまうことがあるので、衣類はそのままで、衣類の

上から冷やします。初期対応を行い、必ず医療機関を

受診してください。

いざとなったら頭が真っ白になってしまい何をしたらいいのか分からなくなります

慌てずに、 命を守る行動をしてください

和
歌
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
相
談
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

和
歌
山
県
で
は
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応

じ
る
た
め
、(
公
財
)
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に

人
権
相
談
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

常
設
相
談
(
電
話
相
談
・
面
接
相
談
)

開

設

日

時　　　

間

０
７
３
-
４
２
１
-
７
８
３
０

電　　　

話

Ｆ　

Ａ　

Ｘ

０
７
３
-
４
３
５
-
５
４
２
１

月
曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
)

午
前
９
時
～
午
後
４
時

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

※
事
前
予
約
制

開

設

日

時　　　

間

０
７
３
-
４
３
５
-
５
４
２
０

電　　　

話

Ｆ　

Ａ　

Ｘ

０
７
３
-
４
３
５
-
５
４
２
１

奇
数
月
：
第
二
土
曜
日
・
第
四
木
曜
日

偶
数
月
：
第
二
・
第
四
木
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
、
原
則
、
そ
の
翌
日

午
後
１
時
～
午
後
４
時

お
問
合
せ  

和
歌
山
県
人
権
政
策
課　

☎
０
７
３
-
４
４
１
-
２
５
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
３
-
４
３
３
-
４
５
４
０

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
里
親
月
間
」
と

位
置
づ
け
、
里
親
委
託
を
推
進
す
る
た
め
の
集
中
的
な

広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
実
の
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も

を
家
庭
で
育
て
る
「
里
親
制
度
」
の
普
及
が
課
題
と
な

る
中
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
は
11
市
町
村
で
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

里
親
制
度
と
は
？  

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
実
の
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
供
を
家

庭
で
育
て
る
制
度

・
子
ど
も
が
自
立
す
る
か
家
庭
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
受
け
入
れ
る
「
養
育
里
親
」

・
養
子
縁
組
を
前
提
に
し
た
「
養
子
縁
組
里
親
」

・
虐
待
や
非
行
な
ど
に
よ
り
専
門
的
な
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
「
専
門
里
親
」

・
親
族
が
養
育
す
る
「
親
族
里
親
」

・
週
末
や
長
期
休
暇
中
だ
け
預
か
る
「
週
末
里
親
」「
季

節
里
親
」

里
親
巡
回
パ
ネ
ル
展

里
親
相
談
会
10
月
６
日
(
木
)・
18
日
(
火
)

11
～
13
時

10
月
３
日(
月
)～
26
日(
水
)

会
場

ど
ち
ら
も
イ
オ
ン
新
宮
店
１
階

お
問
合
せ  

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と　

☎　

０
７
３
９
-
３
４
-
２
７
３
５

指や足の火傷は、１時間程度冷やすことで、痛みを和ら

げることができます。保冷剤や氷などを直接患部にあて

ると、皮膚が冷えすぎて凍傷をおこしてしまったり、保

冷剤が傷口にくっついてしまうので注意が必要です

火傷の範囲が狭い場合
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広報担当の枠

　年々暑さは増してる気はしていましたが。今年の夏は異常に暑かったです

ね。暑すぎて外に出ることが減って、自宅でクーラーを着ける時間が長かっ

たせいか、電気代がめちゃくちゃ高くてびっくりしました。でも川に遊びに

行くと、暑さのせいか水温が高く感じて泳ぎやすかったので、子どもと一緒

に川の中でずっと遊んでいました。趣味のバーベキューは、なぜか暑くても

暑さをあまり感じずに外で出来ました。今回の広報誌でも紹介している「わっ

しょ医！北山村」も多くのお客さんに来ていただきましたが、異常な暑さの

中、無事何事もなく終われたので良かったです。私は帽子もかぶらず、ずっ

と写真を撮っていたので、帰ってから疲れで倒れました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報担当：橋爪　大希）　

暑すぎましたね。

消防団だより消防団だより　つづき・・　つづき・・

　台風襲来のシーズンの時期になってきました。

　近年は気候変動の影響から海水温が高く大型の台風が発生しやすく

なっています。また、台風に限らず短時間に狭い範囲で非常に激しく

降る雨も頻発しています。

　ネットやテレビの天気予報、気象情報などで日本に接近する台風情

報が出たら、注意をして早め早めの備えをしてください。役場からの

避難指示などが発表されたら速やかに避難行動を始めてください。

また、日頃から家族などと避難

するときの安全なルートの確認

非常用品の確認も行いましょう。

●地震への備えも怠りなく。

台風に備えて！！


